
 

 

(様式第 7号) 

令和元年度 年度評価表 

１ 指定管理施設の概要 

施設名 舞鶴市勤労者福祉センター 

指定管理者 一般財団法人舞鶴勤労者福祉協議会 

設置目的 勤労者の福祉の増進を図るため。 

選定方法 公募・非公募 指定期間 平成 31年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月 31日 

所管課 産業振興部産業創造室産業創造・雇用促進課 

 

２ 利用状況等の推移 

 令和元年度 年度 年度 年度 年度 

利用者数(人) 23,140人     

利用料金(円) 2,642,810円     

指定管理料(円) 12,914,000円     

 

３ 成果(数値)目標の達成状況 

成果(数値)目標の種類 市設定目標 年間目標(A) 実績(B) 達成率(B／A) 

舞鶴市勤労者福祉センターの利用人数 年間 20,000人以上 年間 20,000人以上 23,140人 116％ 

施設の平均稼働率  年間 25％以上 25％ 28.9％ 116％ 

自主事業の実施件数  年間 4件以上 4件 7件 175％ 

 

４ 収支状況                                         (円) 

収入 支出 

利用料金 2,642,810 人件費 11,042,040 

指定管理料 12,914,000 維持管理費 3,466,870 

事業収入 0 事業費 0 

その他 9,555 その他 0 

合計 15,566,365 合計 14,508,910 

差額 83,685 

 

５ 所管課による評価 

項目 評価 コメント 

(1) 事業計画の達成度 

成果(数値)目標を達成しているか ○ 

利用人数、施設稼働率とも、年間目標値を上回った。 

自主事業の実施回数についても、設定した目標値以上に実

施することができた。 

施設の将来的な構想(ビジョン)に沿

った運営を行ったか 
○ 構想に沿った運営は行われている。 

施設の果たすべき使命(ミッション)

を果たしたか 
○ 

「勤労者及び地域住民の福祉向上のため、文化教養、福利厚

生に関する事業を通じて地域の活性化に寄与する」という

当施設の使命は一定果たせている。 

市指定事業、自主事業は計画どおり

行われたか 
○ 事業計画書通り実行されている。 

利用者数の増加、利用率の上昇など

が図られたか 
○ 

年間目標値は達成されているが、28.9％という数字は決し

て高い数値ではないため、利用者の利便性を向上させる取

り組みを通して利用率を上げるよう指導していく。 

(2) 利用者の満足度 

利用者の満足が得られたか ○ 
利用者アンケートの結果では、概ね良好な結果となってい

る。 

利用者の意見・要望の把握は適切に

行われたか 
○ 利用者アンケートにおいて適切に把握されている。 

利用者の要望・苦情への対応は十分

に行われたか 
○ 金銭面で制約のある中、市と協議して対応されている。 



 

 

(3) 管理運営の効率性 

経費の節減が図られたか ○ 
こまめに修繕を行うことで、大規模な修繕等を要するまで

に至らないようにし、経費の削減を図っている。 

委託費、物品の購入費等の経費が最

小となるような取組が行われたか 
○ 左記経費の節約については、実地調査で確認されている。 

収入増加のための取組が行われたか 〇 

利用料金の改定、時間貸しや稼働率の低いホールの分割利

用を可能とするなど、効率的な利用で稼働率を上げること

により、収入増加を図っている。 

(4) 適正な管理運営 

適切な人員配置が行われたか ○ 適切に行われている。 

職員の能力向上のための取組が行わ

れたか 
○ 

利用者のニーズを反映させるため細かな改善は行われてい

る。 

施設の平等な利用が行われたか ○ 適切に行われている。 

個人情報の管理が適切に行われたか ○ 
舞鶴市条例に基づいた個人情報保護規定・プライバシーポ

リシーなどを作成し、その規約に基づき運営されている。 

情報の公開が適切に行われたか ○ 適切に行われている。 

収支状況や会計処理が適切か ○ 実地調査の結果、適切な処理が確認されている。 

施設・設備の法定点検及び保守が適

切に行われたか 
○ 実地調査の結果、適切な処理が確認されている。 

備品等の管理が適切に行われたか ○ 実地調査の結果、適切な処理が確認されている。 

危機管理、安全対策などは十分か ○ 
事故・緊急時の対応マニュアルを受付に設置するなど対策

は取られている。 

法令等を遵守し、適正な管理が行わ

れたか 
○ 適正に行われている。 

(5) その他コメント 

サービス向上 

施設稼働率の向上は、移転前からの継続した課題となっている。 

令和元年度は、自主事業も積極的に開催され、施設利用に関しても、効率的な利用が

できるよう取り組まれたが、さらなる稼働率向上に努められたい。 

経費削減 引き続き経費削減に向けた取り組みを進められたい。 

施設の維持・管理 利用者目線に立った施設環境の維持に努められたい。 

※ (1)から(4)までにおける評価区分 

◎(優)： 協定書、仕様書等の基準を遵守し、その水準より優れた内容である。 

○(良)： 協定書、仕様書等の基準を遵守し、その水準に沿った内容である。 

△(可)： 協定書、仕様書等の基準を概ね遵守しているが、内容の一部に課題がある。 

×(不可)： 協定書、仕様書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な内容である。 

 

６ 選定委員会による評価 

評価点 3.33点 
※左記の点数は、各委員が次の 5 段階評価を行い、その点数を平均したものです。 

5：良い、4：やや良い、3：普通、2：やや悪い、1：悪い 

総評 

利用者数が増加したことは評価できる。 

稼働率が目標を大きく上回ったことは評価する。しかしながら、立地がよい割にはまだ稼働率が

低いと思われる。 

ニーズはあると思われるので認知度を上げる必要があると思われる。 

サークル利用が多いと思うが、特定の方以外の利用が広がるよう図られたい。 

自主事業の参加者が少ないと思う。シルバー人材センターとコラボするなどやり方を考えてほし

い。 

《参考》 過年度の評価点 

年度 年度 年度 年度 平均 

     

 


